
１ ．学 校 ・ 教 育 関 係 🍒

○いじめや子どもの体力低下などが社会問題化

➡ 豊かな心、命や生き方を大切にする教育、健やかな体を育む教育を推進

○「さがえっこすくすく宣言」を制定 ➡ 幼稚園や保育所、各学校で特色ある教育活動を展開
○発達段階や多様な個性への適切な対応、情報化・グローバル化、将来を見据えたキャリア教育なども重要

○子どもたちが、互いに思いやり尊重し合う心やふるさとを愛する心、そして健やかな体を育む教育の推進
○未来を切り拓く資質や能力を高める教育の推進

現状・課題

施策の方向

区 分 計画策定時 現状値 R7目標

「思いやり」の意識
小学生 98.4%
中学生 98.3%

小学生 97.7% (R5)
中学生 95.7% (R5)

100%

「地域行事への参加」の意
識

小学生 92.3%
中学生 59.6%

小学生 81.6% (R5)
中学生 38.1% (R5)

小学生 100%
中学生 80％

全国体力・運動能力調査に
おける全国平均との対比

小学５年生
男子 102.6%・女子 104.2%
中学２年生
男子 97.4%・女子 98.4%

小学５年生 (R5)
男子 103.3%・女子 106.0%
中学２年生 (R5)
男子 97.4%・女子 95.2%

105%

標準学力調査の偏差値平均
小学生 52.9
中学生 51.0

小学生 50.9 (R5)
中学生 50.2 (R5)

小学生 53.5
中学生 52.5

全国学力・学習状況調査
（国語、算数(数学)の2教
科）の平均正答率で全国平
均を上回った教科

－
中学３年生 (R5)

国語、数学

国語、算数
(数学)ともに
全国平均超

英語検定３級相当以上のス
コアを取得している中学３
年生の割合

33.4%
64.4%
(R5)

50%

★さがえっこすくすく宣言

「さがえっこ」は、寒河江市の未
来を担うかけがえのない宝であり、
子どもたちが夢と希望をもち、健
やかに成長することは、市民みん
なの願いです。私たちは、みんな
が手を取り合い、社会全体で子育
てを支えるまちを目指し、ここに、
「さがえっこをすくすく育むまち」
を宣言します。（平成26年6月18日
制定）

１※「全国学力・学習状況調査」は、令和元
年に調査教科数が5から2へ変更

※「計画策定時」と「R7目標」の数値は、特に
表記がない限り、令和3年の新第6次振興計画
策定時のものです。また、「現状値」の（ ）
書きは、数値の集計年度、年、月日等を表記し
ています（例.「R5」は令和5年度、「R5年」は
令和5年）。次頁以降も同様です。



項 目 R５年度の取組状況 R６年度以降

問１

教育の推進

学校、家庭、地域が連携した子
どもの命と生きる力を育む教育
の推進

○「さがえ未来コンソーシアム」を中心と
し、市内小中学校のコミュニティ･スクー
ル間の連携や各種団体との連携・協働活
動を推進

慈恩寺をはじめとした各地域の史跡
等の体験的な学習の推進

〇慈恩寺をはじめとする地域の自然や歴史、
伝統文化を生かした学習の展開

学校の教育活動を支援する地域
コーディネーター等の配置促進

〇すべての学校に地域学校協働本部を設置
○すべての学校に学校運営協議会を設置。
地域学校協働活動推進員を配置して活用

複数の教員等の指導による学力
の向上

〇学力向上支援員の配置(11名）
〇特別教育支援員の配置(16名）

〇学力向上支援員の配置(8名）
〇特別教育支援員の配置(19名予定中16名)

不登校児童生徒との相談や指
導の充実

〇寒陵スクールに教育相談員の配置（5名）
〇不登校予防担当者会の実施

〇市内全中学校に別室担当教育相談員を配
置（3名）

日本語指導支援員配置による多
様な学習環境の提供

○日本語指導支援員の配置
陵東中学校(1名)

各学校におけるＩＣＴ（情報通
信技術）の積極的な活用による
情報化への対応

○全児童生徒1人1台のタブレット配備
○インターネット環境のない家庭用にモバイル
ルータを無償貸与

○学校と各家庭とをつなぐ、全小中学校共通の
デジタル連絡網「さくら連絡網」を構築

○小中学校すべての普通教室に電子黒板を
設置（R６完了）

小学校入学時から外国語に慣れ
親しむ活動や学習の充実

〇ＡＬＴ（外国語指導助手）５名。うち４名を
中学校に常駐。残りを小中学校に派遣

○ＡＥＴ（外国語 指導支援員）を２名を小学
校に派遣

問２

食育の推進
や子育て世代
の負担軽減

「さがえ食育の日」実施等によ
る食育の推進

○「さがえ食育の日」に合わせ、寒河江産食材
を利用した給食を提供し、各学校で食育指導
を実施

学校給食費の補助等による子育
て世代の負担軽減

〇小中学校の全児童生徒の給食費を完全無償化

問３

教育環境の
整備

トイレ洋式化や空調整備等の充
実

○南部小学校大規模改修
〇校内照明のLED化
柴橋小、醍醐小

〇中学校体育館等へ可動式冷風機器設置

〇校内照明のLED化
南部小、西根小（R6）

〇小学校体育館へ可動式冷風機器を設置
（R6）
〇中部小学校普通教室増設工事（R7）

具体的な取組み

２

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続



２．商 工 振 興・雇 用 関 係 🍒

○中心市街地の商店街における空き店舗の増加 ➡ まちの活力低下
○海外への生産拠点の移転や国内事業所の集約化が進む中、優良企業の誘致や、企業間や産業間
などの連携による魅力ある新たな産業づくりの推進が必要

○生産年齢人口の減少などの社会構造の変化

○フローラ・ＳＡＧＡＥの施設や空き店舗を活用した中心市街地の活性化
○地元企業の支援と企業誘致の推進による市内産業の活性化
○地域の雇用情勢に対応した雇用機会の充実
○生産年齢人口が減少する中で本市の産業を担う人材を確保

現状・課題

施策の方向

区 分 計画策定時 現状値 R7目標

創業支援者数 35人
117人
（R5）

45人

製品出荷額 1390億円 1,124億円
（R4工業統計調査速報値）

1,530億円

製造業従事者数 5,125人 4,879人
（R4工業統計調査速報値）

5,400人

公的支援の活用企業数 245件
179件
（R5）

270件

工業団地の立地企業数 89社
97社

（R6.4.1）
95社

中央工業団体の企業誘致に
伴う就業者数

4,152人
3,853人

（R6.4.1）
4,300人

有効求人倍率
全国 1.47倍

寒河江管内 1.03倍
寒河江管内1.16倍

（R6.5）
全国平均並み

インターンシップ受入企業 37社
50社
（R6）

40社 ３



項 目 R５年度の取組状況 R６年度以降

問５

中心市街地
の活性化

中心市街地活性化に向け
た空き店舗対策と情報発
信の強化

○空き店舗対策支援事業補助
（R5：店舗改装補助 6件）

利便性向上のための中心
市街地活性化センター
（フローラ・ＳＡＧＡ
Ｅ）の各フロアの機能充
実と施設整備

○自動ドア装置駆動ユニット等工事
○電光掲示板撤去工事
○防火シャッター修繕工事

○屋外案内看板等交換工事
〇エスカレータープッシングプーリー交換工事

〇防火シャッター修繕工事
〇４階トイレ改修工事
〇防犯カメラ増設工事
〇受電設備更新工事

問６

地元商工
業の振興、
企業誘致
の推進

魅力ある個店づくりや商店
街の施設整備に対する支援

〇中小企業販売促進事業費補助金
（R5:19件うち店舗改装補助4件・新分野・新
商品チャレンジ補助10件・デザイン改良補助4
件・キャッシュレス決裁導入補助1件）

○中心市街地活性化環境整備事業費補助
金
〇中心企業販売促進事業補助金

市産品の販路拡大支援と
ＰＲの強化

○販路拡大支援事業補助金（R5:4件）
○伝統工芸品支援事業費補助金（R5:1件）

立地優遇策の拡大及び立
地調査に基づく新たな工
業団地の検討

〇企業立地促進補助金（R5:7件） ○新たな工業団地について、場所や規模
等の検討
○継続立地優遇策は継続実施

就労体験等による若者の
就労意識向上への取組

〇新規高卒就労者定着事業
（新規高卒職員対象セミナー）
〇新社会人スタートアップセミナー（就職内定
の高校３年生対象、新社会人基礎講座）
○高校２年生に対する地元企業説明会およびイ
ンターンシップ事業
〇地域産業担い手定着事業
（就職を希望する高校生１年生向け研修会）

具体的な取組み

４

継続

継続

継続



３．健 康 ・ 医 療 関 係 🍒

○がん、循環器系疾患、糖尿病などの生活習慣病による死亡率が依然として高い状況
○市民が生活習慣を自ら改善し、健康的な生活が営めるよう地域社会の協働による健康づくりの推進の
ための仕組みが必要

○市立病院は、医業収益の減少による厳しい経営状況が続き、常勤医師の確保、経営健全化対策などが
大きな課題

○地域の初期救急体制のための搬送体制や夜間診療医師の確保が課題

○市民一人ひとりが、生涯を通じて、いきいきと健やかに暮らせる地域社会の実現
○誰もが健康で安心して暮らせる医療供給体制の確保と安全で良質な医療環境の提供

現状・課題

施策の方向

区 分 計画策定時 現状値 R7目標

特定健診（※）受診率 50.4% 53.2%（R4） 60.0%

がん検診率

胃がん 24.5%
子宮がん 40.7%
肺がん 41.7%
乳がん 42.9%
大腸がん 36.6%

胃がん 16.9%(R4)
子宮がん 37.8%(R4)
肺がん 46.2%(R4)
乳がん 43.0%(R4)
大腸がん 40.0%(R4)

50.0%
50.0%
50.0%
60.0%
60.0%

さがえ市民100日健康づく
りの達成者

383人
745人
(R5)

1,200人

地域医療の広域的なネット
ワークの確立

ー
県立河北病院と市立病院
の統合再編に関する基本
合意

新たな枠組みによ
る連携の確立

市内小児科医 １人 2人(R5)
市内小児科医の増
加

※･･･メタボリックシンド
ローム（内臓脂肪型肥
満）などの生活習慣病の
予防に重点をおいた健康
診査

５



項 目 R５年度の取組状況 R６年度以降

問９

健康長寿の
まちづくり

健康診査やがん
検診等の体制充
実

○受診率向上に向け、がん検診手帳や検診無料クーポン
券を配付
〇市ドックの土曜日健診、乳がん・肺がん・大腸がん及
び骨粗鬆症検診の平日夕方検診を実施
〇30歳代健診、がん検診の実施
〇胃内視鏡検査の導入に向けた検討とニーズ調査の実施

〇胃内視鏡検査の実施
○その他は継続

感染症予防対策
の強化

〇新型コロナウイルスワクチン接種を市内22医療機関と文化
センター（集団接種）において、５歳以上の方に実施
〇新型コロナウイルの感染拡大を受け、市民対象の無料PCR検
査を４月と１月に実施（検査件数792件）

〇引き続き５歳以上の方へ新型コロナウイルス
ワクチン接種を国の指針に基づき実施
〇感染状況に応じて必要時に検査等を実施

問10

地域医療体
制の充実

地域医療体制の
構築

○村山地域保健医療協議会で地域特性を踏まえた機能分
担や連携体制について協議
○西村山4公立病院の事務部門会議の開催
〇市立病院経営強化プラン（R6～R9）の策定
〇市立病院と県立河北病院の統合再編に関し基本合意

○村山地域保健医療協議会で地域特性を踏
まえた機能分担や連携体制について協議
○西村山4公立病院の事務部門会議の開催
〇市立病院と県立河北病院の統合再編及び
新病院に関する協議会を設置し基本構想・
基本計画を策定し、新病院の開院を進める

救急医療等の体
制整備

〇休日診療体制のあり方について、西村山地域医療体制
の検討と並行し検討

市立病院の快適
な施設環境の整
備、医療機器の
整備と更新

〇ＣＴ撮影装置更新
〇レントゲン撮影装置更新
○錠剤・散薬分包機更新
〇リフトバス装置更新
〇筋電図・誘発電位検査装置更新
○３モーターベット更新

〇自家発電装置更新
〇電子カルテシステム更新

具体的な取組み

６

区 分 計画策定時 現状値 R7目標

医業収支比率 78.0% 81.7%(R5) 82.7%

他会計繰入金比率 27.6% 21.4%(R5) 24.2%

病床利用率 85.9% 83.5%(R5) 89.8%

患者紹介率 52.3% 67.6%(R5) 60.0%

継続



４．生涯学習・スポーツ・文化 関係 🍒

○生涯学習の充実や気軽にスポーツに親しむための体育施設の整備、スポーツに関する情報発信など
の取組が重要

○多くの文化遺産の掘り起こしと保護、地域に伝わる民俗芸能の伝承活動に対する支援が必要

○生涯学習・生涯スポーツの充実とその環境づくり
○郷土の歴史と文化を守り、市内外に情報発信していく取組の推進

現状・課題

施策の方向

区 分 計画策定時 現状値 R7目標

各種講座の年間受講者数 4,107人
5,366人
（R5）

4,200人

体育施設の年間利用者数 189,879人
122,540人

(R5)
205,000人

７

※コロナ禍による事業の中止・利用制限等のため現状値が低くなりました。 慈恩寺テラス



項 目 R５年度の取組状況 R６年度以降

問12

生涯学習の充
実と環境づく
りの推進

「寒河江さくらんぼ大
学」充実のための大学
院の継続設置と自主的
運営体制の確立

○with地球・未来・創造学部等６学部と１大学
院の実施

○現状の６学部１大学院体制の維持
○「選べる教室」や「キャンパスフェ」の復
活
○受講者のニーズを把握し、時代の要請に
合った講座の提供

問13

芸術文化に親
しみ創造の喜
びを育む環境
づくり

多彩な芸術文化の鑑賞
機会等の提供

○幼児演劇教室「ピーターパンとウェンディ」
等の自主事業
○県民芸術祭開幕事業・式典開催
○鬼海弘雄写真展、松田重仁展など美術館展示
の充実

○幼児演劇教室等の継続
○「ＳＡＧＡＥまちなか芸術祭」、「SAGAE 
MUSIC DAY」の開催
○美術館展示の充実

文化施設の整備充実 ○文化センター設備の長寿命化を図るため、高
圧受変電関係設備の更新

○舞台機構設備や電灯設備のLED化等、建物
躯体の改修の継続

問14

国際舞台をめ
ざす競技者の
支援

オリンピック等の国際
舞台をめざす競技者の
支援

○ホストタウンレガシー事業に係る韓国ロー
ラースポーツ連盟との交流
〇スケートボード教室の実施
〇ホストタウン事業によるスポーツ・文化交流
〇競技力向上に係る各種支援等

アーバンスポーツの拠
点整備

〇パンプトラックの設置
〇旧幸生小体育館をスケートボード等の屋内練
習場として利活用する実証実験

〇旧幸生小体育館及び校舎を本格的な屋内ス
ケートパーク施設に改修

問15

体育施設の整
備充実

良好なスポーツ環境を
提供する体育施設の整
備充実

○市民体育館視覚障がい者誘導ブロック補修
及びプール等諸設備修繕

○市全体の施設整備計画との整合を図った
独自の計画に基づく中小規模整備等によ
る適正管理

〇市民体育館・プール等諸設備修繕
○市全体の施設整備計画との整合を図っ
た独自の計画に基づく中小規模整備等
による適正管理

問16

郷土の歴史を
大切にする活
動の推進

史跡慈恩寺旧境内の追
加指定と保存整備の推
進

〇史跡保存整備（慈恩寺本堂保存修理補助、熊
野神社拝殿修理補助）
〇危険及び修景のための樹木伐採
〇史跡内周遊案内看板設置

〇史跡保存整備（慈恩寺本堂保存修理補助）
〇危険及び修景のための樹木伐採

具体的な取組み

８

継続



５．都市空間づくり・交通ネットワーク 関係 🍒

○最上川・寒河江川が流れ、朝日連峰、奥羽山脈、月山、葉山に囲まれた自然環境豊かな街並みと
寒河江公園、グリバーさがえなどの都市公園が存在

○観光施設と一体となった公園施設の面的活用、遊歩道等整備による回遊性の向上が必要
○社会構造や市民ニーズの変化に対応するため、都市機能の集約や集落間を結ぶ道路整備が必要
○交流人口拡大を図る道路ネットワークの構築が必要
○高齢化の進展に伴い公共交通の需要拡大が見込まれるため、利便性の高い公共交通網の整備が必要

○自然空間と調和した、誰もが親しみを持ち、憩いと安らぎを感じる都市空間の形成
○人口減少や高齢化社会への対応を見据えた道路環境の構築と交通ネットワークの整備による、便利で
快適に生活できるまちづくり

現状・課題

施策の方向

区 分 計画策定時 現状値 R7目標

寒河江公園の年間利用
者数

284,500人
229,500人
（R5）

350,000人

最上川寒河江緑地の年
間利用者数

33,702人
338人
（R5）

50,000人

年間観光客数 340万人
280万人
(R5）

360万人

生活道路の整備率 85.7％
86.0％
（R5.3）

86.0％

市が運行する公共交通
サービスの年間利用者
数

9,558人
8,174人
（R5）

13,000人

5,776 6,475 6,355 5,744 4,937 4,193 
2,956 3,497 3,820 

683 

2,796 3,462 4,087 
4,294 

4354
4574

5038 4354
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2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

市が運行する公共交通サービスの年間利用者数

デマンドタクシー 市内循環バス

９



項 目 R５年度の取組状況 R６年度以降

問18

心地よい都
市空間づく
り

寒河江公園整備計画に基づいた
整備と適切な維持管理

〇つつじ園の整備
〇つつじ及び桜の樹勢回復

〇つつじ及び桜の樹勢回復
〇つつじ園及びさくらの丘の補植
〇花咲きゾーンの整備（R6～）

最上川寒河江緑地の利用拡大の
ための施設整備

〇最上川寒河江緑地の多目的水面広場災害復旧
工事
○多目的水面広場浸水対策検討設計の実施

〇最上川寒河江緑地の園路拡幅及び駐車
場整備
〇多目的水面広場取水口及び排水口の改
修

チェリーランドの再整備 〇屋内型児童遊戯施設建設工事
〇屋外宿泊施設整備工事
〇高圧幹線ケーブル更新工事
〇上水道施設整備工事

〇公衆トイレ改修工事（R6）
〇さくらんぼ会館改修工事

公園等の計画的な更新及び維持
管理

○公園遊具の修繕
○公園遊具の安全点検実施
〇寒河江市野球場の更新工事

〇遊具の更新
〇公園施設の更新
〇寒河江公園野球場の更新工事
○最上川ふるさと総合公園遊具の長寿命
化計画策定

最上川や寒河江川の水辺景観を
楽しめる桜回廊等の整備

○三泉地内堤防の桜回廊水路付替工事の実施
○かわまちづくり施設整備のアクセス路の設計

〇三泉地内堤防の桜回廊整備
〇かわまちづくり施設整備

問19

快適で利便
性の高い道
路環境の構
築

道路施設の長寿命化に向けた維
持管理の充実

○市道の舗装整備、側溝整備を実施

橋梁長寿命化修繕計画に基づく
橋梁の維持管理

○橋梁修繕設計の実施
○橋梁長寿命化修繕計画の更新

○橋梁点検実施
○橋梁修繕設計及び修繕工事

冬期間のきめ細かな除雪の対応 ○雪の総合窓口の設置
○除雪情報管理システムの活用
〇除雪情報管理システムの更新

広域ネットワークの整備 〇ほなみ団地陵東中学校線の工事及び物件補償、
用地買収等の整備促進
○柴橋平塩線整備促進のための工事実施

立地適正化計画の策定 ○立地適正化計画に関する研究 〇都市計画審議会を諮問
〇各地区でワークショップを開催

具体的な取組み

１０

継続

継続

継続



項 目 R５年度の取組状況 R６年度以降

問20
安心して移
動できるま
ちづくり

市内循環バス及びデマンドタク
シーの継続運行及び利便性の向
上

○市内２ルートで循環バス運行
（R5利用者数：4,354人）

○田代、幸生、谷沢、醍醐・三泉、中郷の５つ
のエリアでデマンドタクシー運行
（R5利用者数：3,820人）

ＪＲ左沢線の利用拡大 ○高校生サポーター制度の実施による利便性
向上のための情報収集活動

〇寒河江駅内コワーキングスペース設置

○利用促進のためのイベントや
キャンペーン事業の実施

地域公共交通の維持 ○地域公共交通の維持に関する研究 ○第二種免許取得支援事業を開始し、
地域公共交通維持のために運転手の
確保を支援

具体的な取組み

１１

継続


